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「小学校生きものさがし」の位置づけ
⼤阪市⽣物多様性戦略（2018年3月策定）
【基本戦略Ａ】 ⽣物多様性の発⾒と⾏動の展開
＜ねらい＞
⼦どもたちを中⼼に⾝近なところで⾃然体験や⽣き物を発⾒する取

組みを進めることにより，⽣物多様性に関する意識を⾼め，環境や⽣
き物の多様性を守る⾏動へとつなげる．

【具体的施策 No.01】
 市内の学校園などにおける校園内及び周辺での生き物・植物の観察
・発⾒の企画・実施

 身近な公園などでの生き物・植物調査の企画・実施

【具体的施策 No.13】
 生き物・植物調査の結果を活用
 生き物・植物調査の結果について，イベントでの展示や学習会での
発表を⾏い，市⺠などに対して幅広く紹介

 学術的に貴重なものについては学術発表
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「⼩学校⽣きものさがし」を⾏なう価値は︖

ミッション２︓授業
学校の敷地内をフィールドに⽣物を探索し，⾝近にいる⽣物
の生息場所や特徴を知ることにより，児童らの生物多様性保全
への理解を促す．

ミッション１︓調査
多種多様な⽣物を⾃ら探索・記録し，⽣息情報を⾃ら蓄積し
ていくことで市⺠の⽣物多様性についての意識啓発を図る．
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⾒つけた⽣き物のマップ イメージ

さまざまな場所（環境）を調査し、生き物リストをマップに記載
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講師は毎回、植物・動物などそれぞれに詳しい４名
各講師は、授業の際には児童ら10〜20名の班を担当する
データは、講師・サポーター・児童らの記録を精査し統合
サポーターは、研修を受けた大阪市エコボランティア等

⽣き物調査と⽣物多様性学習の流れ
講師・サポーターによる事前調査

児童への授業

児童らによる調査

児童らのリスト記載

児童らのデータ発表
講師による本日の生き物解説

標本整理

データ整理
春夏調査と秋冬調査
各校年２回
対象︓第４学年

5



調査事例 20180619 茨⽥⻄⼩
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